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コースワーク

　大学院学則で、修士課程30 単位以上、博士
課程20 単位以上、で各専攻の定める単位が必
要であると定められている。
　必修科目は、以下のように定められているが、
いずれも担当は各教員とされており、これらは
指導教員の研究室にて行われる諸活動による
教育を指している。形態は実験の実地指導や輪
講など様々である。
　理論系は演習、実験系は実験という名称と
なっている。
　履修科目の選定については指導教員に相談
することになっており、専門分野毎に「準必修」
科目が指定され、履修が推奨されている。
　その他、物理学専攻単独ではなく、理学系研
究科全体の取組として、幅広い知識を身につけ
るために専門以外の分野を学ぶ「理学クラス
ター講義」、民間から講師を招き、学生の目を企
業に向けさせる「先端科学技術特論」、コミュニ
ケーションを学ぶ「科学コミュニケーション基礎
論」が理学系研究科共通科目として提供されて
いる。

　博士前期課程については、物理特別研究8 単
位を含む30 単位以上修得すること、修士論文を
提出し、最終試験に合格することが必要であ
る。
　博士後期課程については、博士学位請求論文
（公表論文及び参考論文を各1 報以上）を提出
し、最終試験に合格することが必要である。
　必修科目は、博士前期課程1 年次の「物理科
学特別研究」1 つだけが定められており、各研
究室で行われる研究指導活動である。
　選択科目は、「基礎」「専門」「セミナー」に区分
されており、「基礎」は物理科学専攻の共通科目
として設定されているが必修ではない。「専門科
目の中にある「放射光科学院生実験」は、大学
院生の実験スキルの習得を狙って開設されてい
る。
　履修登録はオンラインシステムで学生が直接
登録するが、履修科目の登録と同時に、所定の
「研究指導届」に研究題目を記入し、主指導教
員および副指導教員の承認印をもらい、理学研
究科学生支援室に提出することになっている。
　その他、物理学科学専攻単独ではなく、理学
研究科全体の取り組みとして、専攻の枠を越え
た融合領域の授業科目として毎年異なるテーマ
のもとに開設される「理学融合基礎概論」が提
供されている。さらに、理学の枠を越えて自然科
学・技術系研究科（理学、工学、総合科学、先端

　自分の専門領域以外の専門科目を2 科目以上、履修することを
義務化している。
　コア科目については、必修科目ではないが、候補者資格試験合
格のためには、これらの科目の知識が不可欠となっている。
　ラボ科目のうち1 科目の履修が必要である。

　課程入学後1 年次に、まずは電磁気学（Physics 209: Classical 
Electromagnetism）、統計物理学（Physics 211: Equilibrium 
Statistical Physics）、量子力学（221A-B: Quantum Mechanics）の
3 科目(courses)を履修することが義務付けられている。推奨され
ている履修モデルでは、前2 科目が1 学期目、2 学期目に量子力
学の履修を行うことになる。
　また、必修科目に加えて5 学期（3 年次1 学期）までに18 単位
(units)の選択科目を履修する必要がある。18 単位のうち最低11 
単位は200 番台以降の大学院レベルの科目の履修により獲得し
なければならない。
　単位認定などの制度化がされておらず、具体的な修了要件には
含まれないものの、1 年次（より厳密には、事前試験(Preliminary 
Exam.)受験前）に学生が行っておくべきこととして推奨されている
のは、①プログラム内外（提携）研究室訪問、②毎年秋に開催さ
れ、学生が教員に対して自らの専門分野のプレゼンテーションを
行う場となるポスター・カンファレンス、及び③将来GRA/ GSI へ雇
用され経済支援を受けることを希望する者に対し、その前提となる
トレーニング科目(Physics 251/ Physics 300)の受講の3 点とな
る。①と②を通じて1-2 年次の学生は、研究指導を受けることを将
来希望する教員に対して自らをアピールすること、一方③では経
済支援の前提という形で、研究と教育双方について最低限のスキ
ルを身につけることが念頭に置かれている。

ＲＡ／ＴＡ

　GRA（Graduate Research Assistantship）は候補者資格試験の合
格後からで、Research assistantshipsとなっているが、基本的には
自分自身の研究活動に専念できる。
　GTA（Graduate Teaching Assistantships）は、週20 時間、クラス
の運営全般を補助する。まだ指導教員が決定していない学生が
優先される。
　なお、GTA を希望する外国人学生は、英語要件として、Maryland
English Institute (MEI)によるevaluation program へ参加した後でな
ければ、GTA が認められない。

 

　ほとんどの大学院生に対して、Preliminary Examination を通過
後にGSI(TA)かGRA(RA)のいずれかのポストが与えられる。
　GSI への推薦条件はGPA3.1 以上である。

Preliminary Examination

　各学期開始時に行われ、学部レベルの知識が深く習得できてい
るかを問う内容である。筆記と口述に分かれており、1 年次に筆記
試験のうち1 種類の受験が必須である。1 回で合格する確率は7 
割前後とされている。
� 筆記試験：Classical（力学・電磁気学・光学）、Quantum（量子力
学）の2 種類で各3 時間を要する。
� 口述試験：筆記試験合格後に受験可。筆記試験と同じく
Classical、Quantum の2 種類があり、説明能力より分析能力に主

Qualifying Examination

　Classical Physics、Quantum Physics の2 分野から各5 問（計10 
問）が出題される筆記試験であり、4 問合格する必要がある。2 日
かかる負荷が高い試験である。1 年次末までにどちらかの分野の
試験を受験することが必須である。最終的には両方に合格する必
要があり、合格期限は初回受験の1 年後までである。年に2 回行
われるので、チャンスは3 回となる。

　研究分野と関係領域に関する口述試験である。事前試験
(Preliminary Exam.)合格後、4 学期終了時までに合格する必要が
ある。

Preliminary Research Presentation

　候補者資格試験合格後1 年以内に実施される。
　口述試験であり、当該エリアの研究動向の概要報告、学生自身
が実施した研究内容の報告、あるいはその組み合わせのいずれ
か。前者はファカルティ成員2 名（うち1 人はテニュア持ち）に承認
してもらう必要がある。後者は指導教員と相談の上作成。
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